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【はじめに】 

東北放射線医療技術学術大会（以下，TCRT）は，日本放射線技術学会東北支部と日本診療放射線技師会

東北地域放射線技師会が 2011 年から共催する東北地方最大の学術大会である。近年のコロナ禍では演題数

が減少してきているが，過去には 100 演題を超す一般研究発表演題が応募されてきている。以前の一般演題の

審査は，実行委員会内に都度，組織されたプログラム委員が担務してきていた。しかし，実行委員会は毎年，総

入れ替えとなる運用であり，プログラム委員としての引き継ぎはほぼない状態であった。さらには，明確な審査基

準を決めていなく，審査は担当県の裁量に任された運用であった。したがって，演題審査につていては，一定

のクオリティを担保しているとはいえず，現実的には応募演題が全て採択されていた。このような背景の中，

TCRT2019 の企画時より演題審査水準の引き上げと継続的な大会運営の担保を目的に，プログラム審査委員

会を立ち上げ，一般演題審査については TCRT 実行委員会からは独立して対応することとなった。 

今回，本年度分も入れた計4回分の演題審査を振り返り，どのような過程で審査が行なわれ採択されているか

を公表することで現在の問題点を考察し，併せてプログラム審査委員会の活動の周知を目的とする。 

 

【方法】 

プログラム審査委員会の位置付け，委員，業務について内規を作成した。本内規は TCRT の制度を決定する

役員会で承認を得ている。また，本委員会で保有する独自の演題審査管理システムを用いて，今年度を含めた

4回分の審査について，審査方法，結果を報告し，問題点について提示する。 

 

【結果】 

1）組織 

プログラム審査委員会は，JSRT東北支部，JART東北地域技師会より各県から1名ずつ推薦がされ計13名で構

成される委員会であり実行委員会の下に組織がされていた。任期は1年であり，審査の継続性を担保するため

に3期継続することを基本として再任を許可していた。現在のところ4年間で1名交代がされていた。 

 

2）審査方法 

TCRT2023大会の実際の審

査の流れをfig.1に示す。演題

締め切りの後，10日間で審査

担当者を割り振りし，審査委員

による審査期間は約2週間を要

した。また，不備があった演題

について，委員長が演題毎に連絡をとり合格通知を出した。この期間に約1ヶ月間を有し，その後大会実行委員

会に合格演題を通知した。審査内容は，演題名への商品名の利用，抄録内容，倫理審査，利益相反について

審査を行った。なお，1演題について必ず3名以上の委員で審査を行い，倫理審査については更に別の3名以

上の委員で審査を行っていた。また倫理審査担当委員は，日本放射線技術学会で行っている，倫理審査相談

員育成講習会を全員受講していた。 

 



3）審査結果 

過去4回の審査結果を，table.1に示す。条件付き合格は，審査委員から演者へのアドバイスがあった場合に

参考にしてほしいことを付帯条件として加えて合格通知を出している。保留については，演題名への商品名利

用，抄録内容の不備，倫理に疑義が生じた演題である。保留演題の詳細をtable.2に示す。1演題で複数項目の

不備がある場合があり結果に重複がみられるが，ここ4年間の保留件数に変化はみられなかった。 

 

【考察】 

プログラム審査委員会内規は，組織化，委員，任期，業務等の 5条から成り立ち，施行からすでに 4回改訂が

行われ，年 2 回開催される TCRT役員会で常に検討がされている。また，審査を行うにあたり，演題審査管理シ

ステムを用いることで審査の効率化が大きくなされた。2019 年の委員会発足と同時にパイロット版が JSRT 東北

支部により開発され TCRT2021 から利用開始の予定であったが，実際の運用と合わずに一部機能の利用から

開始し，本格利用は TCRT2022 からであった。 

審査結果については，審査疑義がなく初回で合格する演題が年々増加しており，演題数に対する保留の割

合が減少してきているが，演題名に商品名を利用している演題や抄録での誤字脱字，文章構成の悪いものが

一定の割合で認められた。倫理審査については疑義になった実際例として，ボランティアを利⽤した研究，
個⼈情報を利⽤した研究，観察者研究，アンケート研究等があり，研究者が倫理審査を必要と認識して
いないと考えられる認識不⾜が多かった。研究倫理については，近年⾮常に重要になってきており，⾃
⾝の研究デザインを考えた時に，まず倫理審査を必要とするのかどうかを理解し，必ず研究を始める前
に倫理申請を⾏う必要がある。我々が⾏う研究では「⼈を対象とする⽣命科学・医学系研究に関する倫
理指針」1)が国から告⽰され，また⽇本放射線技術学会の研究倫理規程ガイダンス 2)も併せて変更がされ
てきており遵守する必要がある。⽇本放射線技術学会の研究倫理規程の⼀部を fig2に⽰す。TCRTでも，
この考え⽅を徐々に取り⼊
れきたが，今年度，⽇本診
療放射線技師会が倫理規程
の⽅針を⼤きく変え，倫理
審査委員会の承認を求める
ようになったことを考え併
せると，来年度以降，厳格
に倫理規程について運⽤し
ていかざるを得ないと考え
ている。 

 

【まとめ】 

プログラム審査委員会は独立した組織であり公平性が担保されていることが確認できた。また委員会を発足し

たことで，演題の内容についてはレベルアップがされてきている。ただし，倫理規定については，まだまだ浸透

がされていないと考え，来年度以降，倫理審査で演題登録却下とならないように研究者には注意頂きたい。 
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